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令和 年度入学者選抜における変更について（予告）
（令和 年 月）

平成 年告示高等学校学習指導要領に対応した大学入学共通テストが実施されることに伴い、令和

年度入学者選抜（令和 年度実施）において、本学では、教科「情報」の取扱いについては、下記のとお

りです。なお、本予告は現時点での内容であり、今後変更となる可能性があります。変更が生じた場合は、

本学ウェブサイト等でお知らせいたします。

選抜区分 国際地域学部 国際経済学部
人間生活学部

子ども学科 健康栄養学科

一

般

選

抜

日程 選択とする 選択とする 課さない 課さない

日程 選択とする 選択とする 選択とする 選択とする

日程 課さない 課さない 選択とする 課さない

なお、入学者選抜の実施教科・科目及び配点等の詳細については、令和 年度中に公表する予定です。

令和 年度特別選抜における出願資格の変更について

令和 年度入学者選抜試験より、外国人留学生特別選抜の出願資格に定める「外国において、文部科学

大臣が指定する国際的な評価団体」に、 を追加します。

― ― ― ―1
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令和 年度総合型選抜における選抜方法・出願要件の変更について

令和 年度入学者選抜試験より、国際経済学部の総合型選抜の選抜方法を以下のとおり変更します。

≪新≫ 

選抜方法 
出願書類等（調査書、評価書、志望理由書、各種の高度な資格・技能試験・コンテスト結
果の証明書又は表彰状のコピー等）の内容を精査し 次選考（書類選考）を行い、 次選
考合格者に対して面接による 次選考を行って選抜を行います。なお、出願書類等は
次選考の面接の資料としても利用します。

≪旧≫ 

選抜方法 出願書類等（調査書、評価書、志望理由書、各種の高度な資格・技能試験・コンテスト結
果の証明書又は表彰状のコピー等）の内容を評価します。 

また、出願要件を以下の通り変更します。

≪新≫ 

出願要件 

次のいずれにも該当する者
国際経済学部での勉学を強く希望し入学を志す者
高等学校在学期間に相当する期間において、高度な資格や技能を有し、評価を得て
いる者で、かつこれを証明する資料を提出できるもの
合格した場合には、必ず入学することを確約できる者

なお、高度な資格・技能に関しては、以下のような資格・技能試験・コンテスト等を想定し
ています。
（高度な資格・技能の例示）
〇英語検定試験で （ヨーロッパ共通参照枠）の （英検準 級程度）以上を取得し
ている者

〇実用数学技能検定準 級以上の者
〇データサイエンス数学ストラテジスト中級以上
〇統計検定 級以上
〇日商プログラミング検定 以上
〇日商簿記検定試験 級合格もしくは 級 科目の合計点が 点以上の者、又は全
国経理教育協会主催簿記能力検定上級に合格している者

〇各種ビジネスプランコンテスト入賞者等 

≪旧≫ 

出願要件 

次のいずれにも該当する者
国際経済学部での勉学を強く希望し入学を志す者
高等学校在学期間に相当する期間において、高度な資格や技能を有し、評価を得て
いる者で、かつこれを証明する資料を提出できるもの
合格した場合には、必ず入学することを確約できる者

なお、高度な資格・技能に関しては、以下のような資格・技能試験・コンテスト等を想定し
ています。
（高度な資格・技能の例示）
○英語検定試験で （ヨーロッパ共通参照枠）の （英検準 級程度）以上を取得し
ている者

〇日本数学オリンピック予選 ランク以上の者、又は実用数学技能検定準 級以上の
者
〇日本情報オリンピック本選 ランク以上の者、又は独立法人情報処理推進機構主催
の応用情報技術者試験に合格している者

○日商簿記検定試験 級合格もしくは 級 科目の合計点が 点以上の者、又は全
国経理教育協会主催簿記能力検定上級に合格している者

〇日本政策金融公庫主催高校生ビジネスプラン・グランプリにおいて高校生ビジネスプ
ラン・ベスト に選出された者（ただし、団体参加の場合にはリーダーに限る）等 

- 2 - 
 

令和 年度学校推薦型選抜における推薦要件の変更について

令和 年度入学者選抜試験より、国際地域学部及び国際経済学部の学校推薦型選抜における推薦要件

について、以下のとおり変更します。 

国際地域学部

≪新≫ 

推薦要件 学習成績の状況 英語 以上 

≪旧≫ 

推薦要件 学習成績の状況 英語 以上または全体 以上 

 

国際経済学部

≪新≫ 

推薦要件 学習成績の状況 

英語もしくは数学の学習成績の状況が 以上
ただし、数学の学習成績の状況については、「数学Ⅰ」
「数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ｂ」の４科目を修得していること
（※上記に指定する科目と同様の内容を、他の名称の科
目で履修している場合は、その旨の学校長名の証明を調
査書に添付すること） 

≪旧≫ 

推薦要件 学習成績の状況 

英語もしくは数学の学習成績の状況が 以上、または
全科目の学習成績の状況が 以上
ただし、数学の学習成績の状況については、「数学Ⅰ」
「数学Ａ」「数学Ⅱ」「数学Ｂ」の４科目を修得していること
（※上記に指定する科目と同様の内容を、他の名称の科
目で履修している場合は、その旨の学校長名の証明を調
査書に添付すること） 

― ―2 ― ―
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Ⅱ アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 
 
１ 国際地域学部 
 
(1)教育内容・特色 
国際地域学部では、外国語の高い運用能力の習得と、国際関係と地域の文化・社会の複合的な学修をとおして、「国際と地

域」の諸課題に対応できる人材を育成します。
 

(2)国際地域学部が求める学生像 
英語の高いスキルを習得する意欲と、そのための十分な基礎的能力を持ち、さらに以下のいずれか一つまたは複数を志向

する人を求めます。 
◎現代世界が直面する諸課題について主体的に学ぶこと。 
◎異なる文化や言語について比較、探求すること。 
◎ロシア・中国・韓国のいずれかの言語を習得し文化や社会を理解すること。 
上記に加えて、以下のことを志向する人も求めています。 

◎中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）の取得をめざすこと。 
◎海外留学、国際交流、地域のボランティア活動などに積極的に参加すること。 
 
(3)大学入学までに身につけておくことが望ましい知識・能力・態度 
高等学校における学力の三要素、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」に関して、以下の点を次項に掲げる方法で確認・評価します。 
基礎的な知識・技能 
英語の４技能「聞く・話す・読む・書く」をバランスよく習得していること。入学時に CEFR（ヨーロッパ共通参照枠）Ｂ１レベル

（「自立した言語使用者」のレベル、英検２級程度）以上の英語運用能力を有していること。 
思考力・判断力・表現力 
現代社会の課題や多様な文化に対する関心と洞察力を有し、自分の考えを論理的にまとめて、わかりやすく表現できるこ

と。 
主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
国際社会の平和と発展、多文化共生社会の実現、などのために貢献する意欲を有し、それに向かって幅広い知識を身に

つけたり活動に参加したりするなど、自ら進んで積極的に学んでいること。
 
(4)選抜の基本方針 
学校推薦型選抜 
小論文、面接及び調査書等の内容を総合的に用いて、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・判断力・

表現力」「主体性・協働性」を評価します。小論文では特に「問題理解力」「文章構成力」「論理的思考力」等を評価します。 
特別選抜（海外帰国生特別選抜） 
書類審査、面接及び筆記試験の内容を総合的に用いて、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・判断

力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。試験は日本語と英語で行い、それぞれの言語における「理解力」「論理的思考
力」「文章構成力」「表現力」等を評価します。 
特別選抜（外国人留学生特別選抜） 
書類審査、面接及び筆記試験の内容を総合的に用いて、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・判断

力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。試験は日本語と英語で行い、それぞれの言語における「理解力」「論理的思考
力」「文章構成力」「表現力」等を評価します。 
一般選抜Ａ日程 
大学入学共通テストにおいては３教科３科目又は４科目を課し、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・

判断力・表現力」を評価します。個別学力検査では英語を課し、主に「思考力・判断力・表現力」に関わる「読解力」「表現力」
を評価します。また、調査書により主に「主体性・協働性」を評価します。
一般選抜Ｂ日程 
大学入学共通テストにおいては５教科５科目又は６科目を課し、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・

判断力・表現力」を評価します。個別学力検査では英語を課し、主に「思考力・判断力・表現力」に関わる「読解力」「表現力」
を評価します。また、調査書により主に「主体性・協働性」を評価します。
一般選抜Ｃ日程 
大学入学共通テストにおいては英語（リスニングを含む）および国語を課し、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」

と「思考力・判断力・表現力」を評価します。個別学力検査では小論文を課し、主に「思考力・判断力・表現力」に関わる「問題
理解力」「文章構成力」「論理的思考力」等を評価します。また、調査書により主に「主体性・協働性」を評価します。 
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Ⅰ 新潟県立大学の概要 
 
１ 新潟県立大学の基本理念 

 
新潟県立大学は、国際性の涵養、地域性の重視、人間性の涵養を大学の基本理念とします。  

○ 国際性の涵養

東アジアをはじめとする世界の人々との社会的・文化的交流の促進を目指し、グローバルな視点

からの教育・研究を進めます。 

○ 地域性の重視

地域づくりや地域の共生を担う人材を育成し、地域社会に開かれた大学を目指します。 

○ 人間性の涵養

豊かな人間性を培うために、学生一人ひとりに対してきめ細やかな教育を行い、学生同士が切磋

琢磨し学び合う環境をつくります。 
 

 

２ 新潟県立大学が目指すもの 

 
新潟県立大学は、国際性の涵養、地域性の重視、人間性の涵養を大学の基本理念とし、グローバル

な視点から地域づくりを担う中核的な人材を育成することを目的とします。また、新潟から世界に向

けて交流の輪を広げ、情報発信するとともに、教育研究の成果を地域に還元して、持続的な地域の発

展と共生社会の実現に貢献する大学を目指します。 
 

 ○ 国際地域学部

 国際地域学部では、「国際」と「地域」の視点から教育・研究を行い、地域のグローバル化に対

応し国際的に活躍できる人材を育成します。国際地域学科 学科とし、国際関係・比較文化・露中

韓の つのコースを設け、国際的・学際的な教育・研究を行います。語学活用能力、特に英語で学

ぶ能力とコミュニケーション能力を伸張し、新潟から世界へ発信し活躍する人材を育成します。 
 

 ○ 国際経済学部

 国際経済学部では、最新の経済・産業・企業を理解する専門能力、データ・情報を実践的に分析

する力、国際的なコミュニケーションを担う確かな語学力を身につけ、国際経済・地域経済の舞台

に羽ばたく人材を育成します。 
 

 ○ 人間生活学部

 人間生活学部では、「人間」と「生活」の視点から教育・研究を行い、少子高齢化が進む地域社

会に対応し、魅力ある地域社会を実現することのできる人材を育成します。人間生活学部には子ど

も学科と健康栄養学科の 学科を置き、子ども学科では、質の高い保育者や地域で子どもや子育て

を支援する人材を、健康栄養学科では、食生活の改善を通じて地域の健康増進を推進する人材を育

成します。 
 
 
３ 教育課程 
 

 教育課程については、学部共通で学ぶ基盤科目とそれぞれの専門に応じて学ぶ展開科目を設置し

ます。基盤科目には、外国語科目の他、基本技能科目（情報、体育など）、現代教養科目（新潟学、

歴史と文化、人間社会と科学、社会と経済の仕組み）、さらに海外研修科目を置きます。展開科目

は、それぞれの学部学科の理念に基づいて配置され、展開科目を学ぶ中で高度な専門的知識・技術

を身につけます。 
 また、教育の根幹はヒューマンリレーションにあると考えられることから、教員と学生の人間的

交流を大切にしながら、自己への深い省察力と他者との豊かな対話力を身につけた人材を育成しま

す。 
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Ⅱ アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 
 
１ 国際地域学部 
 
(1)教育内容・特色 
国際地域学部では、外国語の高い運用能力の習得と、国際関係と地域の文化・社会の複合的な学修をとおして、「国際と地

域」の諸課題に対応できる人材を育成します。
 

(2)国際地域学部が求める学生像 
英語の高いスキルを習得する意欲と、そのための十分な基礎的能力を持ち、さらに以下のいずれか一つまたは複数を志向

する人を求めます。 
◎現代世界が直面する諸課題について主体的に学ぶこと。 
◎異なる文化や言語について比較、探求すること。 
◎ロシア・中国・韓国のいずれかの言語を習得し文化や社会を理解すること。 
上記に加えて、以下のことを志向する人も求めています。 

◎中学校・高等学校教諭一種免許状（英語）の取得をめざすこと。 
◎海外留学、国際交流、地域のボランティア活動などに積極的に参加すること。 
 
(3)大学入学までに身につけておくことが望ましい知識・能力・態度 
高等学校における学力の三要素、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」に関して、以下の点を次項に掲げる方法で確認・評価します。 
基礎的な知識・技能 
英語の４技能「聞く・話す・読む・書く」をバランスよく習得していること。入学時に CEFR（ヨーロッパ共通参照枠）Ｂ１レベル

（「自立した言語使用者」のレベル、英検２級程度）以上の英語運用能力を有していること。 
思考力・判断力・表現力 
現代社会の課題や多様な文化に対する関心と洞察力を有し、自分の考えを論理的にまとめて、わかりやすく表現できるこ

と。 
主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
国際社会の平和と発展、多文化共生社会の実現、などのために貢献する意欲を有し、それに向かって幅広い知識を身に

つけたり活動に参加したりするなど、自ら進んで積極的に学んでいること。
 
(4)選抜の基本方針 
学校推薦型選抜 
小論文、面接及び調査書等の内容を総合的に用いて、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・判断力・

表現力」「主体性・協働性」を評価します。小論文では特に「問題理解力」「文章構成力」「論理的思考力」等を評価します。 
特別選抜（海外帰国生特別選抜） 
書類審査、面接及び筆記試験の内容を総合的に用いて、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・判断

力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。試験は日本語と英語で行い、それぞれの言語における「理解力」「論理的思考
力」「文章構成力」「表現力」等を評価します。 
特別選抜（外国人留学生特別選抜） 
書類審査、面接及び筆記試験の内容を総合的に用いて、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・判断

力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。試験は日本語と英語で行い、それぞれの言語における「理解力」「論理的思考
力」「文章構成力」「表現力」等を評価します。 
一般選抜Ａ日程 
大学入学共通テストにおいては３教科３科目又は４科目を課し、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・

判断力・表現力」を評価します。個別学力検査では英語を課し、主に「思考力・判断力・表現力」に関わる「読解力」「表現力」
を評価します。また、調査書により主に「主体性・協働性」を評価します。
一般選抜Ｂ日程 
大学入学共通テストにおいては５教科５科目又は６科目を課し、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」と「思考力・

判断力・表現力」を評価します。個別学力検査では英語を課し、主に「思考力・判断力・表現力」に関わる「読解力」「表現力」
を評価します。また、調査書により主に「主体性・協働性」を評価します。
一般選抜Ｃ日程 
大学入学共通テストにおいては英語（リスニングを含む）および国語を課し、本学部で学ぶための基礎となる「知識・技能」

と「思考力・判断力・表現力」を評価します。個別学力検査では小論文を課し、主に「思考力・判断力・表現力」に関わる「問題
理解力」「文章構成力」「論理的思考力」等を評価します。また、調査書により主に「主体性・協働性」を評価します。 
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Ⅰ 新潟県立大学の概要 
 
１ 新潟県立大学の基本理念 

 
新潟県立大学は、国際性の涵養、地域性の重視、人間性の涵養を大学の基本理念とします。  

○ 国際性の涵養

東アジアをはじめとする世界の人々との社会的・文化的交流の促進を目指し、グローバルな視点

からの教育・研究を進めます。 

○ 地域性の重視

地域づくりや地域の共生を担う人材を育成し、地域社会に開かれた大学を目指します。 

○ 人間性の涵養

豊かな人間性を培うために、学生一人ひとりに対してきめ細やかな教育を行い、学生同士が切磋

琢磨し学び合う環境をつくります。 
 

 

２ 新潟県立大学が目指すもの 

 
新潟県立大学は、国際性の涵養、地域性の重視、人間性の涵養を大学の基本理念とし、グローバル

な視点から地域づくりを担う中核的な人材を育成することを目的とします。また、新潟から世界に向

けて交流の輪を広げ、情報発信するとともに、教育研究の成果を地域に還元して、持続的な地域の発

展と共生社会の実現に貢献する大学を目指します。 
 

 ○ 国際地域学部

 国際地域学部では、「国際」と「地域」の視点から教育・研究を行い、地域のグローバル化に対

応し国際的に活躍できる人材を育成します。国際地域学科 学科とし、国際関係・比較文化・露中

韓の つのコースを設け、国際的・学際的な教育・研究を行います。語学活用能力、特に英語で学

ぶ能力とコミュニケーション能力を伸張し、新潟から世界へ発信し活躍する人材を育成します。 
 

 ○ 国際経済学部

 国際経済学部では、最新の経済・産業・企業を理解する専門能力、データ・情報を実践的に分析

する力、国際的なコミュニケーションを担う確かな語学力を身につけ、国際経済・地域経済の舞台

に羽ばたく人材を育成します。 
 

 ○ 人間生活学部

 人間生活学部では、「人間」と「生活」の視点から教育・研究を行い、少子高齢化が進む地域社

会に対応し、魅力ある地域社会を実現することのできる人材を育成します。人間生活学部には子ど

も学科と健康栄養学科の 学科を置き、子ども学科では、質の高い保育者や地域で子どもや子育て

を支援する人材を、健康栄養学科では、食生活の改善を通じて地域の健康増進を推進する人材を育

成します。 
 
 
３ 教育課程 
 

 教育課程については、学部共通で学ぶ基盤科目とそれぞれの専門に応じて学ぶ展開科目を設置し

ます。基盤科目には、外国語科目の他、基本技能科目（情報、体育など）、現代教養科目（新潟学、

歴史と文化、人間社会と科学、社会と経済の仕組み）、さらに海外研修科目を置きます。展開科目

は、それぞれの学部学科の理念に基づいて配置され、展開科目を学ぶ中で高度な専門的知識・技術

を身につけます。 
 また、教育の根幹はヒューマンリレーションにあると考えられることから、教員と学生の人間的

交流を大切にしながら、自己への深い省察力と他者との豊かな対話力を身につけた人材を育成しま

す。 
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３ 人間生活学部 
人間生活学部は、人間に対する深い理解に基づき、グローバル化の進む地域の中で人々の （ ）の向上

を志向しながら、「育」と「食」を中心に豊かなヒューマンライフを創造し、子どもから高齢者まで生き生きと暮らせる社会の実現に
貢献できる人材を育成することを目的としています。人間生活学部は、「育」をキーワードとする子ども学科と、「食」をキーワード
とする健康栄養学科からなっており、それぞれの学科の目的を理解し、夢に向かって努力する学生を求めています。
 
子ども学科 
 
(1)教育内容・特色 
人間に対する深い理解に基づき、子どもの発達とそれを支える教育、生活環境及び社会環境に関して科学的に探求し、実

践的・専門的力量を持つ中核的人材を育成します。 
 

(2)子ども学科が求める学生像 
子ども学科では、次のような学生を求めています。 

◎乳幼児期の子どもの育ちや子育て支援に関する基礎的な知識・技能をもつ人 
◎子どもや家庭、地域社会、国際社会の様々な課題に関心を持ち、その解決を求める際に必要となる思考力・判断力・表現力
をもつ人 

◎地域社会並びに国際社会で活躍する教育、保育、社会福祉の専門職者となるため、他者の考え、気持ちを理解し、主体性を
持って多様な人々と協働して学ぶ態度をもつ人 

 
(3)大学入学までに身につけておくことが望ましい知識・能力・態度 
高等学校における学力の三要素、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」に関して以下の学力評価を行います。 
基礎的な知識・技能 
◎高等学校までの教育課程を介して培われる各教科の基礎的・基本的な知識及び技能 
◎教育、保育、社会福祉を学術的に探究するのに必要となる総合的な知識及び技能 

思考力・判断力・表現力 
◎情報を適切に読み解き、問題を深く理解する思考力 
◎物事を複数の視点から考察し、自ら選択、評価、決定を行う判断力 
◎自らの考えを他者に対して論理的かつわかりやすく伝える表現力 

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
◎専門職者を目指して様々な活動に主体的に取り組むとともに、他者に対して共感性や思いやりの心を持って行動する 
◎様々な立場の人々とコミュニケーションをとりながら協働して活動する 
◎グローバルな視野と多様な社会や人への関心を持つ 

 
(4)選抜の基本方針 
学校推薦型選抜 
小論文、面接及び出願書類（調査書・志望理由書等）の内容により、本学科で学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・判

断力・表現力」「主体性・協働性」と専門職に求められる適性及び意欲を評価します。 
特別選抜（海外帰国生特別選抜） 
学校推薦型選抜に準じて総合的に判定します。 
特別選抜（外国人留学生特別選抜） 
学校推薦型選抜に準じて総合的に判定します。 

一般選抜Ａ日程 
総合的な学力を活かし、地域社会並びに国際社会で活躍できる力を重視します。大学入学共通テストの国語、英語（リス

ニングを含む）、数学、理科及び選択科目の５教科により本学科で学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」
を評価します。面接及び出願書類により「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と専門職に求められる適性及び意欲を
評価します。
一般選抜Ｂ日程 
様々な課題を思考、読解、分析し、自らの考えを論理的かつ的確に表現できる力を重視します。大学入学共通テストの国

語、英語（リスニングを含む）、選択科目の３教科により「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」を問うほか、小論文により主に
「思考力・判断力・表現力」を評価します。面接・調査書等により「主体性・協働性」と専門職に求められる適性及び意欲を評
価します。
一般選抜Ｃ日程 
語学力を活かし、地域社会並びに国際社会で活躍できる力を重視します。大学入学共通テストの国語、英語（リスニングを

含む）、選択科目の３教科により本学科で学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」を評価します。面接及
び出願書類により、主に「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と専門職に求められる適性及び意欲を評価します。
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２ 国際経済学部 
 
(1)教育内容・特色 
国際経済学部は、「国際的視野から経済・産業・企業の仕組みを理解する専門知識を有し、情報分析力、確かな語学力・国

際コミュニケーション力を有する人材を育成する」ことを目的とし、専門性の高い能力を有する人材の教育を目指しています。ま
た、質の高い教育を支え、地域や社会のニーズを踏まえた研究活動を推進していきます。
 

(2)国際経済学部が求める人材像 
国際経済学部では、次のような学生を求めています。 
入学を期待する人材 

◎国際経済及び地域経済に関心を有し、専門的能力を高めることに意欲を有する者 
◎経済を読み解くための情報・データに関心を有し、その分析能力を高めることに意欲を有する者 
◎国際経済や地域経済に関して学んだ知識や思考力を生かして社会や地域に貢献する意欲を有する者 
 
(3)大学入学までに身につけておくことが望ましい知識・能力・態度 
高等学校における学力の三要素、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」に関して以下の学力評価を行います。 
基礎的な知識・技能 
経済学を学ぶために必要な基礎学力として、高等学校等で身に付ける英語、国語、数学の知識。特に英語に関しては、

「読む･書く・話す・聞く」の 4技能をバランスよく習得し、幅広い基礎学力を身に付けていること。 
思考力・判断力・表現力 
広く経済社会の様々な動きや変化に対する探究心を有し、自らの考えを論理的に表現し、わかりやすく伝えることができる

こと。 
主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
国際及び地域の経済問題に常に関心を持ち、それらの解決に向けて専門知識・思考方法を自ら活用し、国際社会及び地

域社会に積極的に貢献しようという意識を有していること。
 
(4)選抜の基本方針 
総合型選抜 
面接及び出願書類等（調査書、評価書、志望理由書、各種の高度な資格･技能試験の証明書）の内容により、「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。 
学校推薦型選抜 
小論文により、主に「思考力・判断力・表現力」を評価します。面接及び出願書類等（調査書、推薦書、志望理由書）の内

容により、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。 
特別選抜（海外帰国生特別選抜） 

小論文により、主に「思考力・判断力・表現力」を評価します。面接及び出願書類等（成績証明書等、志望理由書、英語

外部試験成績証明書）の内容により、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。 
特別選抜（外国人留学生特別選抜） 
特別選抜（海外帰国生特別選抜）に準じて総合的に判定します。 

一般選抜Ａ日程 
大学入学共通テストにおいては５教科５科目又は６科目を課し、主に「知識・技能」を評価します。個別学力検査では、英

語、数学又は小論文を課し、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力」を評価します。また調査書により、主に「主体性・協
働性」を評価します。
一般選抜Ｂ日程 

大学入学共通テストにおいては３教科３科目を課し、主に「知識・技能」を評価します。個別学力検査では、英語、数学又

は小論文を課し、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力」を評価します。また調査書により、主に「主体性・協働性」を

評価します。

一般選抜Ｃ日程 
大学入学共通テストにおいては英語（リスニングを含む）および数学を課し、主に「知識・技能」を評価します。個別学力

検査では、小論文を課し、主に「思考力・判断力・表現力」を評価します。また、調査書により、主に「主体性・協働性」を評

価します。 
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３ 人間生活学部 
人間生活学部は、人間に対する深い理解に基づき、グローバル化の進む地域の中で人々の （ ）の向上

を志向しながら、「育」と「食」を中心に豊かなヒューマンライフを創造し、子どもから高齢者まで生き生きと暮らせる社会の実現に
貢献できる人材を育成することを目的としています。人間生活学部は、「育」をキーワードとする子ども学科と、「食」をキーワード
とする健康栄養学科からなっており、それぞれの学科の目的を理解し、夢に向かって努力する学生を求めています。
 
子ども学科 
 
(1)教育内容・特色 
人間に対する深い理解に基づき、子どもの発達とそれを支える教育、生活環境及び社会環境に関して科学的に探求し、実

践的・専門的力量を持つ中核的人材を育成します。 
 

(2)子ども学科が求める学生像 
子ども学科では、次のような学生を求めています。 

◎乳幼児期の子どもの育ちや子育て支援に関する基礎的な知識・技能をもつ人 
◎子どもや家庭、地域社会、国際社会の様々な課題に関心を持ち、その解決を求める際に必要となる思考力・判断力・表現力
をもつ人 

◎地域社会並びに国際社会で活躍する教育、保育、社会福祉の専門職者となるため、他者の考え、気持ちを理解し、主体性を
持って多様な人々と協働して学ぶ態度をもつ人 

 
(3)大学入学までに身につけておくことが望ましい知識・能力・態度 
高等学校における学力の三要素、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」に関して以下の学力評価を行います。 
基礎的な知識・技能 
◎高等学校までの教育課程を介して培われる各教科の基礎的・基本的な知識及び技能 
◎教育、保育、社会福祉を学術的に探究するのに必要となる総合的な知識及び技能 

思考力・判断力・表現力 
◎情報を適切に読み解き、問題を深く理解する思考力 
◎物事を複数の視点から考察し、自ら選択、評価、決定を行う判断力 
◎自らの考えを他者に対して論理的かつわかりやすく伝える表現力 

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
◎専門職者を目指して様々な活動に主体的に取り組むとともに、他者に対して共感性や思いやりの心を持って行動する 
◎様々な立場の人々とコミュニケーションをとりながら協働して活動する 
◎グローバルな視野と多様な社会や人への関心を持つ 

 
(4)選抜の基本方針 
学校推薦型選抜 
小論文、面接及び出願書類（調査書・志望理由書等）の内容により、本学科で学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・判

断力・表現力」「主体性・協働性」と専門職に求められる適性及び意欲を評価します。 
特別選抜（海外帰国生特別選抜） 
学校推薦型選抜に準じて総合的に判定します。 

特別選抜（外国人留学生特別選抜） 
学校推薦型選抜に準じて総合的に判定します。 

一般選抜Ａ日程 
総合的な学力を活かし、地域社会並びに国際社会で活躍できる力を重視します。大学入学共通テストの国語、英語（リス

ニングを含む）、数学、理科及び選択科目の５教科により本学科で学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」
を評価します。面接及び出願書類により「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と専門職に求められる適性及び意欲を
評価します。
一般選抜Ｂ日程 
様々な課題を思考、読解、分析し、自らの考えを論理的かつ的確に表現できる力を重視します。大学入学共通テストの国

語、英語（リスニングを含む）、選択科目の３教科により「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」を問うほか、小論文により主に
「思考力・判断力・表現力」を評価します。面接・調査書等により「主体性・協働性」と専門職に求められる適性及び意欲を評
価します。
一般選抜Ｃ日程 
語学力を活かし、地域社会並びに国際社会で活躍できる力を重視します。大学入学共通テストの国語、英語（リスニングを

含む）、選択科目の３教科により本学科で学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」を評価します。面接及
び出願書類により、主に「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と専門職に求められる適性及び意欲を評価します。
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２ 国際経済学部 
 
(1)教育内容・特色 
国際経済学部は、「国際的視野から経済・産業・企業の仕組みを理解する専門知識を有し、情報分析力、確かな語学力・国

際コミュニケーション力を有する人材を育成する」ことを目的とし、専門性の高い能力を有する人材の教育を目指しています。ま
た、質の高い教育を支え、地域や社会のニーズを踏まえた研究活動を推進していきます。
 

(2)国際経済学部が求める人材像 
国際経済学部では、次のような学生を求めています。 
入学を期待する人材 

◎国際経済及び地域経済に関心を有し、専門的能力を高めることに意欲を有する者 
◎経済を読み解くための情報・データに関心を有し、その分析能力を高めることに意欲を有する者 
◎国際経済や地域経済に関して学んだ知識や思考力を生かして社会や地域に貢献する意欲を有する者 
 
(3)大学入学までに身につけておくことが望ましい知識・能力・態度 
高等学校における学力の三要素、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」に関して以下の学力評価を行います。 
基礎的な知識・技能 
経済学を学ぶために必要な基礎学力として、高等学校等で身に付ける英語、国語、数学の知識。特に英語に関しては、

「読む･書く・話す・聞く」の 4技能をバランスよく習得し、幅広い基礎学力を身に付けていること。 
思考力・判断力・表現力 
広く経済社会の様々な動きや変化に対する探究心を有し、自らの考えを論理的に表現し、わかりやすく伝えることができる

こと。 
主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
国際及び地域の経済問題に常に関心を持ち、それらの解決に向けて専門知識・思考方法を自ら活用し、国際社会及び地

域社会に積極的に貢献しようという意識を有していること。
 
(4)選抜の基本方針 
総合型選抜 
面接及び出願書類等（調査書、評価書、志望理由書、各種の高度な資格･技能試験の証明書）の内容により、「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。 
学校推薦型選抜 
小論文により、主に「思考力・判断力・表現力」を評価します。面接及び出願書類等（調査書、推薦書、志望理由書）の内

容により、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。 
特別選抜（海外帰国生特別選抜） 

小論文により、主に「思考力・判断力・表現力」を評価します。面接及び出願書類等（成績証明書等、志望理由書、英語

外部試験成績証明書）の内容により、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」を評価します。 
特別選抜（外国人留学生特別選抜） 
特別選抜（海外帰国生特別選抜）に準じて総合的に判定します。 

一般選抜Ａ日程 
大学入学共通テストにおいては５教科５科目又は６科目を課し、主に「知識・技能」を評価します。個別学力検査では、英

語、数学又は小論文を課し、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力」を評価します。また調査書により、主に「主体性・協
働性」を評価します。
一般選抜Ｂ日程 

大学入学共通テストにおいては３教科３科目を課し、主に「知識・技能」を評価します。個別学力検査では、英語、数学又

は小論文を課し、「知識・技能」及び「思考力・判断力・表現力」を評価します。また調査書により、主に「主体性・協働性」を

評価します。

一般選抜Ｃ日程 
大学入学共通テストにおいては英語（リスニングを含む）および数学を課し、主に「知識・技能」を評価します。個別学力

検査では、小論文を課し、主に「思考力・判断力・表現力」を評価します。また、調査書により、主に「主体性・協働性」を評

価します。 
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Ⅲ 入学者選抜の概要 
本学の一般選抜試験は、他の国公立大学が実施している「分離・分割方式」による入学者選抜では

ない独自の日程（Ａ日程、Ｂ日程、Ｃ日程）で個別学力検査等を実施しています。従って、本学のＡ

日程試験、Ｂ日程試験、Ｃ日程試験は他の国公立大学の前期日程、後期日程及び公立大学の中期日

程と併願受験が可能となります。ただし、総合型選抜・学校推薦型選抜に関しては、他の大学の総合

型選抜・学校推薦型選抜との併願は認めません。 
なお、本学の一般選抜試験に出願する際は、入学志願票に、大学入試センターから送付される「大

学入学共通テスト成績請求票」の「私・短 私立大学・公私立短期大学用」を貼り付けて提出してく
ださい。

 
１ 入学定員・募集人員                     （単位：人）

学 部 学 科 定 員

募 集 人 員

一 般 選 抜
総合型

選抜

学校

推薦型

選抜

特 別 選 抜

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程
海外帰国生

特 別 選 抜

外国人留学生

特 別 選 抜

国際地域学部 国際地域学科 若干名 若干名

国際経済学部 国際経済学科 若干名 若干名 若干名

人間生活学部
子 ども学科 若干名

健康栄養学科 若干名 若干名

合 計 若干名 若干名

・一般選抜Ｂ日程の募集人員には、総合型選抜、特別選抜の若干名を含みます。 
・合格者発表後、入学手続者が入学定員に満たない場合には、追加合格による欠員補充を行うことが

あります。 
 
２ 入学者選抜日程 

選 抜 区 分

出願期間

（一般選抜はインター

ネット出願登録期間）

試 験 日 合 格 発 表 入 学 手 続

一

般

選

抜

Ａ日程
令和 年

月 日 火
～ 月 日 水

令和 年
月 日 土

令和 年
月 日 水

令和 年
月 日 木

～ 月 日 水

Ｂ日程
令和 年

月 日 月
～ 月 日 水

令和 年
月 日 日

令和 年
月 日 月

令和 年
月 日 火

～ 月 日 月

Ｃ日程
令和 年

月 日 月
～ 月 日 月

令和 年
月 日 火

令和 年
月 日 火・祝

令和 年
月 日 水

～ 月 日 月

総合型選抜
令和 年

月 日 月
～ 月 日 金

次選考
（書類選考）
次選考

令和 年
月 日 土

次選考 令和 年
月 日 金

次選考 令和 年
月 日 木

令和 年
月 日 月

～ 月 日 金

学校推薦型選抜
令和 年

月 日 火
～ 月 日 土

令和 年
月 日 土

令和 年
月 日 木

令和 年
月 日 月

～ 月 日 金

特

別

選

抜

海 外 帰 国 生

特 別 選 抜

令和 年

月 日 火

～ 月 日 土

令和 年

月 日 土

令和 年

月 日 木

令和 年

月 日 月

～ 月 日 金

外国人留学生

特 別 選 抜

令和 年

月 日 火

～ 月 日 土

令和 年

月 日 土

令和 年

月 日 木

令和 年

月 日 月

～ 月 日 金
※新型コロナウイルス感染症に係る追試験については、学生募集要項並びに本学ウェブサイトに掲載予定

３ 障がい等のある入学志願者の事前相談 
  障がい等のある者で、受験上及び修学上の配慮を必要とするものは、出願の前（学生募集要項に記載

する相談期限まで）にあらかじめ事務局入試課（ ）に相談してください。 
相談の内容によっては対応に時間を要することもありますので、出願する前のできるだけ早い時期

に相談してください。相談することにより受験生に不利益を与えることはありません。 
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健康栄養学科 
 
(1)教育内容・特色 
社会におけるあらゆる人の健康と生活の質の向上に寄与するため、科学的に探求し、実践的・専門的力量を持つリーダーに

成長できる管理栄養士を育成します。 
 

(2)健康栄養学科が求める学生像 
健康栄養学科では、次のような学生を求めています。 

◎栄養学を学び続けるために必要な基礎的な知識・技能をもつ人 
◎情報の収集・評価・分析・統合と関連付け・発信に必要な、思考力・判断力・表現力をもつ人 
◎管理栄養士として、地域社会並びに国際社会で食を通して人々の健康や生活の質の向上に貢献したいという意思をもち、主
体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度をもち、課題を発見し、解決できる人 

 
(3)大学入学までに身につけておくことが望ましい知識・能力・態度 
高等学校における学力の三要素、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」に関して以下の学力評価を行います。 
基礎的な知識・技能 
◎高等学校までの教育課程を介して培われる各教科の基礎的・基本的な知識及び技能 
◎栄養学を学術的に探究するのに必要となる知識及び技能 

思考力・判断力・表現力 
◎課題は何かを考え、解決しようと深く考える思考力 
◎情報を収集し複数の視点から評価・分析し、客観的、的確に決定する判断力 
◎自らの判断や考えを他者に対して論理的かつ的確に説明する表現力 

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
◎管理栄養士として、食を通して社会や人の健康や生活の質の向上に貢献したいという意思 
◎様々な立場の人々とコミュニケーションをとりながら協働して活動する 
◎グローバルな視野と多様な社会や人への関心を持つ 

 
(4)選抜の基本方針 
学校推薦型選抜 
化学の試験により栄養学を学ぶうえで必要な「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を評価します。面接及び出願書類

（調査書・志望理由書等）の内容により「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と管理栄養士に求められる
適性及び意欲を評価します。 
特別選抜（海外帰国生特別選抜） 
学校推薦型選抜に準じて総合的に判定します。 

特別選抜（外国人留学生特別選抜） 
学校推薦型選抜に準じて総合的に判定します。 

一般選抜Ａ日程 
栄養学の知識や情報の取得・発信に意欲がある学生を選抜します。 
大学入学共通テストの国語、英語（リスニングを含む）、数学、理科の４教科により栄養学を学ぶために必要な「知識・技能」

「思考力・表現力・判断力」を評価します。面接及び出願書類により「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と管理栄養
士に求められる適性及び意欲を評価します。 
一般選抜Ｂ日程 
人々の健康に貢献したいという意欲を持つ多様な学生を選抜します。大学入学共通テストの国語、英語（リスニングを含

む）、数学、理科及び選択科目の５教科により栄養学を学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」を評価しま
す。面接及び出願書類により「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と管理栄養士に求められる適性及び意欲を評価し
ます。 
一般選抜Ｃ日程 
先進的な栄養学の知識や情報の取得・発信に意欲がある学生を選抜します。大学入学共通テストの英語（リスニングを含

む）及び理科により栄養学を学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」を評価します。面接及び出願書類に
より「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と管理栄養士に求められる適性及び意欲を評価します。 
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Ⅲ 入学者選抜の概要 
本学の一般選抜試験は、他の国公立大学が実施している「分離・分割方式」による入学者選抜では

ない独自の日程（Ａ日程、Ｂ日程、Ｃ日程）で個別学力検査等を実施しています。従って、本学のＡ

日程試験、Ｂ日程試験、Ｃ日程試験は他の国公立大学の前期日程、後期日程及び公立大学の中期日

程と併願受験が可能となります。ただし、総合型選抜・学校推薦型選抜に関しては、他の大学の総合

型選抜・学校推薦型選抜との併願は認めません。 
なお、本学の一般選抜試験に出願する際は、入学志願票に、大学入試センターから送付される「大

学入学共通テスト成績請求票」の「私・短 私立大学・公私立短期大学用」を貼り付けて提出してく
ださい。

 
１ 入学定員・募集人員                     （単位：人）

学 部 学 科 定 員

募 集 人 員

一 般 選 抜
総合型

選抜

学校

推薦型

選抜

特 別 選 抜

Ａ日程 Ｂ日程 Ｃ日程
海外帰国生

特 別 選 抜

外国人留学生

特 別 選 抜

国際地域学部 国際地域学科 若干名 若干名

国際経済学部 国際経済学科 若干名 若干名 若干名

人間生活学部
子 ども学科 若干名

健康栄養学科 若干名 若干名

合 計 若干名 若干名

・一般選抜Ｂ日程の募集人員には、総合型選抜、特別選抜の若干名を含みます。 
・合格者発表後、入学手続者が入学定員に満たない場合には、追加合格による欠員補充を行うことが

あります。 
 
２ 入学者選抜日程 

選 抜 区 分

出願期間

（一般選抜はインター

ネット出願登録期間）

試 験 日 合 格 発 表 入 学 手 続

一

般

選

抜

Ａ日程
令和 年

月 日 火
～ 月 日 水

令和 年
月 日 土

令和 年
月 日 水

令和 年
月 日 木

～ 月 日 水

Ｂ日程
令和 年

月 日 月
～ 月 日 水

令和 年
月 日 日

令和 年
月 日 月

令和 年
月 日 火

～ 月 日 月

Ｃ日程
令和 年

月 日 月
～ 月 日 月

令和 年
月 日 火

令和 年
月 日 火・祝

令和 年
月 日 水

～ 月 日 月

総合型選抜
令和 年

月 日 月
～ 月 日 金

次選考
（書類選考）
次選考

令和 年
月 日 土

次選考 令和 年
月 日 金

次選考 令和 年
月 日 木

令和 年
月 日 月

～ 月 日 金

学校推薦型選抜
令和 年

月 日 火
～ 月 日 土

令和 年
月 日 土

令和 年
月 日 木

令和 年
月 日 月

～ 月 日 金

特

別

選

抜

海 外 帰 国 生

特 別 選 抜

令和 年

月 日 火

～ 月 日 土

令和 年

月 日 土

令和 年

月 日 木

令和 年

月 日 月

～ 月 日 金

外国人留学生

特 別 選 抜

令和 年

月 日 火

～ 月 日 土

令和 年

月 日 土

令和 年

月 日 木

令和 年

月 日 月

～ 月 日 金
※新型コロナウイルス感染症に係る追試験については、学生募集要項並びに本学ウェブサイトに掲載予定

３ 障がい等のある入学志願者の事前相談 
  障がい等のある者で、受験上及び修学上の配慮を必要とするものは、出願の前（学生募集要項に記載

する相談期限まで）にあらかじめ事務局入試課（ ）に相談してください。 
相談の内容によっては対応に時間を要することもありますので、出願する前のできるだけ早い時期

に相談してください。相談することにより受験生に不利益を与えることはありません。 
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健康栄養学科 
 
(1)教育内容・特色 
社会におけるあらゆる人の健康と生活の質の向上に寄与するため、科学的に探求し、実践的・専門的力量を持つリーダーに

成長できる管理栄養士を育成します。 
 

(2)健康栄養学科が求める学生像 
健康栄養学科では、次のような学生を求めています。 

◎栄養学を学び続けるために必要な基礎的な知識・技能をもつ人 
◎情報の収集・評価・分析・統合と関連付け・発信に必要な、思考力・判断力・表現力をもつ人 
◎管理栄養士として、地域社会並びに国際社会で食を通して人々の健康や生活の質の向上に貢献したいという意思をもち、主
体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度をもち、課題を発見し、解決できる人 

 
(3)大学入学までに身につけておくことが望ましい知識・能力・態度 
高等学校における学力の三要素、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度」に関して以下の学力評価を行います。 
基礎的な知識・技能 
◎高等学校までの教育課程を介して培われる各教科の基礎的・基本的な知識及び技能 
◎栄養学を学術的に探究するのに必要となる知識及び技能 

思考力・判断力・表現力 
◎課題は何かを考え、解決しようと深く考える思考力 
◎情報を収集し複数の視点から評価・分析し、客観的、的確に決定する判断力 
◎自らの判断や考えを他者に対して論理的かつ的確に説明する表現力 

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度 
◎管理栄養士として、食を通して社会や人の健康や生活の質の向上に貢献したいという意思 
◎様々な立場の人々とコミュニケーションをとりながら協働して活動する 
◎グローバルな視野と多様な社会や人への関心を持つ 

 
(4)選抜の基本方針 
学校推薦型選抜 
化学の試験により栄養学を学ぶうえで必要な「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」を評価します。面接及び出願書類

（調査書・志望理由書等）の内容により「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と管理栄養士に求められる
適性及び意欲を評価します。 
特別選抜（海外帰国生特別選抜） 
学校推薦型選抜に準じて総合的に判定します。 

特別選抜（外国人留学生特別選抜） 
学校推薦型選抜に準じて総合的に判定します。 

一般選抜Ａ日程 
栄養学の知識や情報の取得・発信に意欲がある学生を選抜します。 
大学入学共通テストの国語、英語（リスニングを含む）、数学、理科の４教科により栄養学を学ぶために必要な「知識・技能」

「思考力・表現力・判断力」を評価します。面接及び出願書類により「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と管理栄養
士に求められる適性及び意欲を評価します。 
一般選抜Ｂ日程 
人々の健康に貢献したいという意欲を持つ多様な学生を選抜します。大学入学共通テストの国語、英語（リスニングを含

む）、数学、理科及び選択科目の５教科により栄養学を学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」を評価しま
す。面接及び出願書類により「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と管理栄養士に求められる適性及び意欲を評価し
ます。 
一般選抜Ｃ日程 
先進的な栄養学の知識や情報の取得・発信に意欲がある学生を選抜します。大学入学共通テストの英語（リスニングを含

む）及び理科により栄養学を学ぶために必要な「知識・技能」「思考力・表現力・判断力」を評価します。面接及び出願書類に
より「思考力・判断力・表現力」「主体性・協働性」と管理栄養士に求められる適性及び意欲を評価します。 

― ― ― ―9
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注）【Ａ日程】

・「地理歴史、公民」「数学」「理科」について、複数の教科・科目を受験した場合は、「地理歴史、

公民」「理科②」の第 解答科目、「数学」及び「理科①」における高得点科目のうち、高得点の

科目（理科①の場合は 科目）を合否判定に使用します。

【Ｂ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は第 解答科目を合否判定に使用します。

・「理科」について、

「理科①」から 科目、「理科②」から 科目受験した場合は、「理科①」「理科②」のうち高

得点の科目を合否判定に使用します。

「理科②」から 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

(2) 国際経済学部 国際経済学科 

日程
大学入学共通テスト利用教科・科目名

個別学力検査等
教科 科目名等

Ａ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・英語
（コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英語Ⅲ、

英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから

地理歴史

公民

世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

現社、倫、政経、「倫、政経」

理科
① 「物基、化基、生基、地基から 」又は

② 「物、化、生、地学から 」

・数学
（数Ⅰ、数Ⅱ、数Ａ、

数Ｂ 数列、ベクトル ）

・小論文

・調査書等
外国語 英語（リスニングを含む）

Ｂ日程

国語

数学

国語

数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから

教科

科目

・英語
（コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英語Ⅲ、

英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

地理歴史

公民

世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

現社、倫、政経、「倫、政経」

・数学
（数Ⅰ、数Ⅱ、数Ａ、

数Ｂ 数列、ベクトル ）

・小論文

・調査書等

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｃ日程
数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから 教科

科目

・小論文

・調査書等外国語 英語（リスニングを含む）

 
注）【Ａ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は第 解答科目を合否判定に使用します。

・「理科」について、

「理科①」から 科目、「理科②」から 科目受験した場合は、「理科①」「理科②」のうち

高得点の科目を合否判定に使用します。

「理科②」から 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

【Ｂ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は第 解答科目を合否判定に使用します。

・「国語」「数学」「地理歴史、公民」について、 教科 科目以上受験した場合は、

①「国語」、②「数学」における高得点科目、③「地理歴史、公民」の第 解答科目のうち、

高得点の 科目を合否判定に使用します。

【Ｃ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

から  
から  

から

（※） 

から  

から

（※） 
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Ⅳ 一般選抜（Ａ日程、Ｂ日程、Ｃ日程） 
 

１ 出願資格 
本学に入学を志願できる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ令和 年度大学入学共通テ

ストで本学が指定する教科・科目を受験した者に限ります。

 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和 年 月卒業見込みの者

 通常の課程による 年の学校教育を修了した者及び令和 年 月修了見込みの者

 外国において学校教育における 年の課程を修了した者及び令和 年 月 日までに修了

見込みの者又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者及び令和 年 月 日までに修了見込みの者

 専修学校の高等課程（修業年限が 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修

了した者及び令和 年 月 日までに修了見込みの者

 文部科学大臣の指定した者

 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規定によ

る大学入学資格検定に合格した者を含む。）及び令和 年 月 日までに合格見込みの者で、

令和 年 月 日までに 歳に達するもの

 本学において、個別の入学審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、令和 年 月 日までに 歳に達するもの

注 出願資格 により出願を希望する者は、事前に入学資格審査を行います。申請方法等の詳細

は、事務局入試課にお問い合わせください。

２ 選抜方法 
入学者の選抜は、大学入学共通テスト及び本学が実施する個別学力検査等の成績並びに調査書

等の提出書類の内容を総合的に判定して行います。

３ 実施教科・科目等 
 

(1) 国際地域学部 国際地域学科 

日程
大学入学共通テスト利用教科・科目名

個別学力検査等
教科 科目名等

Ａ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・英語
（コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英語Ⅲ、

英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

・調査書等

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂ から

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｂ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・英語
（コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英語Ⅲ、

英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

・調査書等

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ
から

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｃ日程
国語 国語 教科

科目

・小論文

・調査書等外国語 英語（リスニングを含む）
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注）【Ａ日程】

・「地理歴史、公民」「数学」「理科」について、複数の教科・科目を受験した場合は、「地理歴史、

公民」「理科②」の第 解答科目、「数学」及び「理科①」における高得点科目のうち、高得点の

科目（理科①の場合は 科目）を合否判定に使用します。

【Ｂ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は第 解答科目を合否判定に使用します。

・「理科」について、

「理科①」から 科目、「理科②」から 科目受験した場合は、「理科①」「理科②」のうち高

得点の科目を合否判定に使用します。

「理科②」から 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

(2) 国際経済学部 国際経済学科 

日程
大学入学共通テスト利用教科・科目名

個別学力検査等
教科 科目名等

Ａ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・英語
（コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英語Ⅲ、

英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから

地理歴史

公民

世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

現社、倫、政経、「倫、政経」

理科
① 「物基、化基、生基、地基から 」又は

② 「物、化、生、地学から 」

・数学
（数Ⅰ、数Ⅱ、数Ａ、

数Ｂ 数列、ベクトル ）

・小論文

・調査書等
外国語 英語（リスニングを含む）

Ｂ日程

国語

数学

国語

数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから

教科

科目

・英語
（コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英語Ⅲ、

英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

地理歴史

公民

世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

現社、倫、政経、「倫、政経」

・数学
（数Ⅰ、数Ⅱ、数Ａ、

数Ｂ 数列、ベクトル ）

・小論文

・調査書等

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｃ日程
数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから 教科

科目

・小論文

・調査書等外国語 英語（リスニングを含む）

 
注）【Ａ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は第 解答科目を合否判定に使用します。

・「理科」について、

「理科①」から 科目、「理科②」から 科目受験した場合は、「理科①」「理科②」のうち

高得点の科目を合否判定に使用します。

「理科②」から 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

【Ｂ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は第 解答科目を合否判定に使用します。

・「国語」「数学」「地理歴史、公民」について、 教科 科目以上受験した場合は、

①「国語」、②「数学」における高得点科目、③「地理歴史、公民」の第 解答科目のうち、

高得点の 科目を合否判定に使用します。

【Ｃ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

から  
から  

から

（※） 

から  

から

（※） 
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Ⅳ 一般選抜（Ａ日程、Ｂ日程、Ｃ日程） 
 

１ 出願資格 
本学に入学を志願できる者は、次の各号のいずれかに該当し、かつ令和 年度大学入学共通テ

ストで本学が指定する教科・科目を受験した者に限ります。

 高等学校又は中等教育学校を卒業した者及び令和 年 月卒業見込みの者

 通常の課程による 年の学校教育を修了した者及び令和 年 月修了見込みの者

 外国において学校教育における 年の課程を修了した者及び令和 年 月 日までに修了

見込みの者又はこれらに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当

該課程を修了した者及び令和 年 月 日までに修了見込みの者

 専修学校の高等課程（修業年限が 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修

了した者及び令和 年 月 日までに修了見込みの者

 文部科学大臣の指定した者

 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規定によ

る大学入学資格検定に合格した者を含む。）及び令和 年 月 日までに合格見込みの者で、

令和 年 月 日までに 歳に達するもの

 本学において、個別の入学審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、令和 年 月 日までに 歳に達するもの

注 出願資格 により出願を希望する者は、事前に入学資格審査を行います。申請方法等の詳細

は、事務局入試課にお問い合わせください。

２ 選抜方法 
入学者の選抜は、大学入学共通テスト及び本学が実施する個別学力検査等の成績並びに調査書

等の提出書類の内容を総合的に判定して行います。

３ 実施教科・科目等 
 

(1) 国際地域学部 国際地域学科 

日程
大学入学共通テスト利用教科・科目名

個別学力検査等
教科 科目名等

Ａ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・英語
（コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英語Ⅲ、

英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

・調査書等

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂ から

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｂ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・英語
（コミュニケーション英語Ⅰ、

コミュニケーション英語Ⅱ、

コミュニケーション英語Ⅲ、

英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ）

・調査書等

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ
から

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｃ日程
国語 国語 教科

科目

・小論文

・調査書等外国語 英語（リスニングを含む）
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(4) 人間生活学部 健康栄養学科 
 

日程
大学入学共通テスト利用教科・科目名

個別学力検査等
教科 科目名等

Ａ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

数学 数Ⅰ・数Ａ

理科

化学

①「物基、化基、生基から 」又は

②「物、生から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｂ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

数学 数Ⅰ・数Ａ

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ
から

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

理科
①「物基、化基、生基から 」又は

②「物、化、生から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｃ日程
理科

化学
教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

①「物基、化基、生基から 」又は

②「物、生から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

 

注）【全日程共通】

・面接は、集団討論と個人面接を行います。

【Ｂ日程】

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

・「理科」について、

「理科①」から 科目、「理科②」から 科目受験した場合は、「理科①」「理科②」のうち

高得点の科目を合否判定に使用します。

「理科②」から 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。
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(3) 人間生活学部 子ども学科 

日程
大学入学共通テスト利用教科・科目名

個別学力検査等
教科 科目名等

Ａ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ
から

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｂ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・小論文

・面 接

・調査書等

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂ から

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｃ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂ から

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

注）【Ａ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

・「理科」について、

「理科①」から 科目、「理科②」から 科目受験した場合は、「理科①」「理科②」のうち高

得点の科目を合否判定に使用します。

「理科②」から 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

【Ｂ・Ｃ日程】

・「地理歴史、公民」「数学」「理科」について、複数の教科・科目を受験した場合は、「地理歴史、

公民」「理科②」の第 解答科目、「数学」及び「理科①」における高得点科目のうち、高得点の

科目（理科①の場合は 科目）を合否判定に使用します。

※【Ａ・Ｂ日程における個別学力検査等の「数学」「小論文」について】

・インターネット出願登録時に「数学」「小論文」のどちらかを選択してください。出願後の変

更はできません。

・「数学」「小論文」に関しては、中央値補正法により得点調整を行います。
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(4) 人間生活学部 健康栄養学科 
 

日程
大学入学共通テスト利用教科・科目名

個別学力検査等
教科 科目名等

Ａ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

数学 数Ⅰ・数Ａ

理科

化学

①「物基、化基、生基から 」又は

②「物、生から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｂ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

数学 数Ⅰ・数Ａ

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ
から

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

理科
①「物基、化基、生基から 」又は

②「物、化、生から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｃ日程
理科

化学
教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

①「物基、化基、生基から 」又は

②「物、生から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

 

注）【全日程共通】

・面接は、集団討論と個人面接を行います。

【Ｂ日程】

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

・「理科」について、

「理科①」から 科目、「理科②」から 科目受験した場合は、「理科①」「理科②」のうち

高得点の科目を合否判定に使用します。

「理科②」から 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。
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(3) 人間生活学部 子ども学科 

日程
大学入学共通テスト利用教科・科目名

個別学力検査等
教科 科目名等

Ａ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂから

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ
から

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｂ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・小論文

・面 接

・調査書等

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂ から

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

Ｃ日程

国語 国語

教科

科目

又は

科目

・面 接

・調査書等

地理歴史 世Ｂ、日Ｂ、地理Ｂ

公民 現社、倫、政経、「倫、政経」

数学 数Ⅰ、数Ⅰ・数Ａ、数Ⅱ、数Ⅱ・数Ｂ から

理科
①「物基、化基、生基、地基から 」又は

②「物、化、生、地学から 」

外国語 英語（リスニングを含む）

注）【Ａ日程】

・「数学」について、 科目受験した場合は高得点の科目を合否判定に使用します。

・「地理歴史、公民」について、 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

・「理科」について、

「理科①」から 科目、「理科②」から 科目受験した場合は、「理科①」「理科②」のうち高

得点の科目を合否判定に使用します。

「理科②」から 科目受験した場合は、第 解答科目を合否判定に使用します。

【Ｂ・Ｃ日程】

・「地理歴史、公民」「数学」「理科」について、複数の教科・科目を受験した場合は、「地理歴史、

公民」「理科②」の第 解答科目、「数学」及び「理科①」における高得点科目のうち、高得点の

科目（理科①の場合は 科目）を合否判定に使用します。

※【Ａ・Ｂ日程における個別学力検査等の「数学」「小論文」について】

・インターネット出願登録時に「数学」「小論文」のどちらかを選択してください。出願後の変

更はできません。

・「数学」「小論文」に関しては、中央値補正法により得点調整を行います。
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・大学入学共通テスト「数学」「地理歴史、公民」「理科」の配点は「 点満点」ですが、上記

の表で「数学」「地理歴史、公民」「理科」の配点が「 」となっている区分の日程については、

「 点満点」を「 点満点」に圧縮して換算します。

５ 個別学力検査等の日時及び試験場 

 

(1) 国際地域学部 国際地域学科 

日程 期日 時間 教科等 試験場

Ａ日程
令和 年

月 日 土
～ 英 語

【新潟会場】

ホテルイタリア軒 又は

新潟県立大学

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）

Ｂ日程
令和 年

月 日 日
～ 英 語

【新潟会場】

ホテルイタリア軒 又は

新潟県立大学

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）

Ｃ日程
令和 年

月 日 火
～ 小論文 新潟県立大学

注）・Ａ日程及びＢ日程では、新潟会場及び東京会場で個別学力検査等を実施します。 
なお、新潟会場については、出願状況により本学が試験場を指定します。 

 ・試験場の詳細については、学生募集要項等で発表します。 
 

(2) 国際経済学部 国際経済学科 

日程 期日 時間 教科等 試験場

Ａ日程
令和 年

月 日 土

～ 英 語
【新潟会場】

新潟県立大学 又は

ホテルイタリア軒

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）

～
数 学

小論文

Ｂ日程
令和 年

月 日 日

～ 英 語
【新潟会場】

新潟県立大学 又は

ホテルイタリア軒

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）
～

数 学

小論文

Ｃ日程
令和 年

月 日 火
～ 小論文 新潟県立大学

注）・Ａ日程及びＢ日程では、新潟会場及び東京会場で個別学力検査等を実施します。 
なお、新潟会場については、出願状況により本学が試験場を指定します。 

 ・試験場の詳細については、学生募集要項等で発表します。 
 

  

から  

から  
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４ 大学入学共通テスト及び個別学力検査等の配点 

 

(1)  国際地域学部 国際地域学科                     （単位：点） 

※数学・理科・地歴公民から 科目を選択

 

(2)  国際経済学部 国際経済学科                     （単位：点） 

※国語・数学・地歴公民から 教科 科目を選択 ※※数学・小論文から１科目を選択

 

(3) 人間生活学部 子ども学科                      （単位：点） 

※数学・理科・地歴公民から 科目を選択 ＊調査書は、面接と組み合わせて総合的に評価します。

 
(4) 人間生活学部 健康栄養学科                   （単位：点） 
試験種別 大学入学共通テスト 個別学力検査等

調査書等 合計教科等

日程
英語 国語 数学

地歴

公民
理科 英語 数学 小論文 面接

Ａ日程 － － － － ＊

Ｂ日程 － － － ＊

Ｃ日程 － － － － － － ＊

＊調査書は、面接と組み合わせて総合的に評価します。

 
注）【全試験区分共通】

・大学入学共通テスト「国語」の配点は「 点満点」ですが、上記の表で「国語」の配点が「 」

となっている区分の日程については、「 点満点」を「 点満点」に圧縮して換算します。

・大学入学共通テスト「英語」の配点は「 点満点」ですが、上記の表で「英語」の配点が「 」

又は「 」となっている区分の日程については、「 点満点」を「 点満点」又は「 点

満点」に圧縮して換算します。

・大学入学共通テスト「英語」におけるリーディングとリスニングの配点比率について、大学入

学共通テストの「英語」の「リーディング」（ 点満点）及び「リスニング」（ 点満点）

の配点比率は、３：１（ 点： 点）とします。

試験種別 大学入学共通テスト 個別学力検査等

調査書等 合計教科等

日程
英語 国語 数学

地歴

公民
理科 英語 数学 小論文 面接

Ａ日程 ※ － － －

Ｂ日程 － － －

Ｃ日程 － － － － － －

試験種別 大学入学共通テスト 個別学力検査等

調査書等 合計教科等

日程
英語 国語 数学

地歴

公民
理科 英語 数学 小論文 面接

Ａ日程 ※※ －

Ｂ日程 ※ － ※※ －

Ｃ日程 － － － － － －

試験種別 大学入学共通テスト 個別学力検査等

調査書等 合計教科等

日程
英語 国語 数学

地歴

公民
理科 英語 数学 小論文 面接

Ａ日程 － － － ＊

Ｂ日程 ※ － － ＊

Ｃ日程 ※ － － － ＊
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・大学入学共通テスト「数学」「地理歴史、公民」「理科」の配点は「 点満点」ですが、上記

の表で「数学」「地理歴史、公民」「理科」の配点が「 」となっている区分の日程については、

「 点満点」を「 点満点」に圧縮して換算します。

５ 個別学力検査等の日時及び試験場 

 

(1) 国際地域学部 国際地域学科 

日程 期日 時間 教科等 試験場

Ａ日程
令和 年

月 日 土
～ 英 語

【新潟会場】

ホテルイタリア軒 又は

新潟県立大学

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）

Ｂ日程
令和 年

月 日 日
～ 英 語

【新潟会場】

ホテルイタリア軒 又は

新潟県立大学

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）

Ｃ日程
令和 年

月 日 火
～ 小論文 新潟県立大学

注）・Ａ日程及びＢ日程では、新潟会場及び東京会場で個別学力検査等を実施します。 
なお、新潟会場については、出願状況により本学が試験場を指定します。 

 ・試験場の詳細については、学生募集要項等で発表します。 
 

(2) 国際経済学部 国際経済学科 

日程 期日 時間 教科等 試験場

Ａ日程
令和 年

月 日 土

～ 英 語
【新潟会場】

新潟県立大学 又は

ホテルイタリア軒

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）

～
数 学

小論文

Ｂ日程
令和 年

月 日 日

～ 英 語
【新潟会場】

新潟県立大学 又は

ホテルイタリア軒

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）
～

数 学

小論文

Ｃ日程
令和 年

月 日 火
～ 小論文 新潟県立大学

注）・Ａ日程及びＢ日程では、新潟会場及び東京会場で個別学力検査等を実施します。 
なお、新潟会場については、出願状況により本学が試験場を指定します。 

 ・試験場の詳細については、学生募集要項等で発表します。 
 

  

から  

から  
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４ 大学入学共通テスト及び個別学力検査等の配点 

 

(1)  国際地域学部 国際地域学科                     （単位：点） 

※数学・理科・地歴公民から 科目を選択

 

(2)  国際経済学部 国際経済学科                     （単位：点） 

※国語・数学・地歴公民から 教科 科目を選択 ※※数学・小論文から１科目を選択

 

(3) 人間生活学部 子ども学科                      （単位：点） 

※数学・理科・地歴公民から 科目を選択 ＊調査書は、面接と組み合わせて総合的に評価します。

 
(4) 人間生活学部 健康栄養学科                   （単位：点） 
試験種別 大学入学共通テスト 個別学力検査等

調査書等 合計教科等

日程
英語 国語 数学

地歴

公民
理科 英語 数学 小論文 面接

Ａ日程 － － － － ＊

Ｂ日程 － － － ＊

Ｃ日程 － － － － － － ＊

＊調査書は、面接と組み合わせて総合的に評価します。

 
注）【全試験区分共通】

・大学入学共通テスト「国語」の配点は「 点満点」ですが、上記の表で「国語」の配点が「 」

となっている区分の日程については、「 点満点」を「 点満点」に圧縮して換算します。

・大学入学共通テスト「英語」の配点は「 点満点」ですが、上記の表で「英語」の配点が「 」

又は「 」となっている区分の日程については、「 点満点」を「 点満点」又は「 点

満点」に圧縮して換算します。

・大学入学共通テスト「英語」におけるリーディングとリスニングの配点比率について、大学入

学共通テストの「英語」の「リーディング」（ 点満点）及び「リスニング」（ 点満点）

の配点比率は、３：１（ 点： 点）とします。

試験種別 大学入学共通テスト 個別学力検査等

調査書等 合計教科等

日程
英語 国語 数学

地歴

公民
理科 英語 数学 小論文 面接

Ａ日程 ※ － － －

Ｂ日程 － － －

Ｃ日程 － － － － － －

試験種別 大学入学共通テスト 個別学力検査等

調査書等 合計教科等

日程
英語 国語 数学

地歴

公民
理科 英語 数学 小論文 面接

Ａ日程 ※※ －

Ｂ日程 ※ － ※※ －

Ｃ日程 － － － － － －

試験種別 大学入学共通テスト 個別学力検査等

調査書等 合計教科等

日程
英語 国語 数学

地歴

公民
理科 英語 数学 小論文 面接

Ａ日程 － － － ＊

Ｂ日程 ※ － － ＊

Ｃ日程 ※ － － － ＊
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Ⅴ 総合型選抜 

実施学部・学科名 国際経済学部 
国際経済学科 

募集人員 若干名 

出願資格 

次のいずれかに該当する者

 日本国内の高等学校又は中等教育学校を令和 年度中に卒業した者又

は卒業見込みの者

 日本国内における通常の課程による 年の学校教育を令和 年度中

に修了した者又は修了見込みの者

入学を期待する人材

 国際経済及び地域経済に関心を有し、専門的能力を高めることに意欲

を有する者

 経済を読み解くための情報データに関心を有し、その分析能力を高め

ることに意欲を有する者

 国際経済や地域経済に関して学んだ知識や指向を活かして社会や地

域に貢献する意欲を有する者

出願要件 

次のいずれにも該当する者

 国際経済学部での勉学を強く希望し入学を志す者

 高等学校在学期間に相当する期間において、高度な資格や技能を有

し、評価を得ている者で、かつこれを証明する資料を提出できるもの

 合格した場合には、必ず入学することを確約できる者

なお、高度な資格・技能に関しては、以下のような資格・技能試験・コン

テスト等を想定しています。

（高度な資格・技能の例示）

〇英語検定試験で （ヨーロッパ共通参照枠）の （英検準 級程度）

以上を取得している者

〇実用数学技能検定準 級以上の者

〇データサイエンス数学ストラテジスト中級以上

〇統計検定 級以上

〇日商プログラミング検定 以上

〇日商簿記検定試験 級合格もしくは 級 科目の合計点が 点以上の

者、又は全国経理教育協会主催簿記能力検定上級に合格している者

〇各種ビジネスプランコンテスト入賞者等

選抜方法 

出願書類等（調査書、評価書、志望理由書、各種の高度な資格・技能試験・

コンテスト結果の証明書又は表彰状のコピー等）の内容を精査し 次選考

（書類選考）を行い、 次選考合格者に対して面接による 次選考を行っ

て選抜を行います。なお、出願書類等は 次選考の面接の資料としても利

用します。

出願期間 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）

1 次選考(書類選考) 
結果発表 令和 年 月 日（金）

2 次選考 
試験期日 

令和 年 月 日（土）

面 接： ： ～

試 験 場  新潟県立大学 
合格発表 令和 年 月 日（木）

入学手続 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）
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(3) 人間生活学部 子ども学科 

日程 期日 時間 教科等 試験場

Ａ日程
令和 年

月 日 土
～ 面 接 新潟県立大学

Ｂ日程
令和 年

月 日 日

～ 小論文
新潟県立大学

～ 面 接

Ｃ日程
令和 年

月 日 火
～ 面 接 新潟県立大学

注）・出願状況により、試験場が変更となる場合があります。試験場の詳細については、学生募集 
要項等で発表します。 

 
 
(4) 人間生活学部 健康栄養学科 

日程 期日 時間 教科等 試験場

Ａ日程
令和 年

月 日 土
～ 面 接 新潟県立大学

Ｂ日程
令和 年

月 日 日
～ 面 接

【新潟会場】

新潟県立大学

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）

Ｃ日程
令和 年

月 日 火
～ 面 接 新潟県立大学

注）・Ｂ日程では、新潟会場及び東京会場で個別学力検査等を実施します。 
・出願状況により、試験場が変更となる場合があります。試験場の詳細については、学生募集

要項等で発表します。 
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Ⅴ 総合型選抜 

実施学部・学科名 国際経済学部 
国際経済学科 

募集人員 若干名 

出願資格 

次のいずれかに該当する者

 日本国内の高等学校又は中等教育学校を令和 年度中に卒業した者又

は卒業見込みの者

 日本国内における通常の課程による 年の学校教育を令和 年度中

に修了した者又は修了見込みの者

入学を期待する人材

 国際経済及び地域経済に関心を有し、専門的能力を高めることに意欲

を有する者

 経済を読み解くための情報データに関心を有し、その分析能力を高め

ることに意欲を有する者

 国際経済や地域経済に関して学んだ知識や指向を活かして社会や地

域に貢献する意欲を有する者

出願要件 

次のいずれにも該当する者

 国際経済学部での勉学を強く希望し入学を志す者

 高等学校在学期間に相当する期間において、高度な資格や技能を有

し、評価を得ている者で、かつこれを証明する資料を提出できるもの

 合格した場合には、必ず入学することを確約できる者

なお、高度な資格・技能に関しては、以下のような資格・技能試験・コン

テスト等を想定しています。

（高度な資格・技能の例示）

〇英語検定試験で （ヨーロッパ共通参照枠）の （英検準 級程度）

以上を取得している者

〇実用数学技能検定準 級以上の者

〇データサイエンス数学ストラテジスト中級以上

〇統計検定 級以上

〇日商プログラミング検定 以上

〇日商簿記検定試験 級合格もしくは 級 科目の合計点が 点以上の

者、又は全国経理教育協会主催簿記能力検定上級に合格している者

〇各種ビジネスプランコンテスト入賞者等

選抜方法 

出願書類等（調査書、評価書、志望理由書、各種の高度な資格・技能試験・

コンテスト結果の証明書又は表彰状のコピー等）の内容を精査し 次選考

（書類選考）を行い、 次選考合格者に対して面接による 次選考を行っ

て選抜を行います。なお、出願書類等は 次選考の面接の資料としても利

用します。

出願期間 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）

1 次選考(書類選考) 
結果発表 令和 年 月 日（金）

2 次選考 
試験期日 

令和 年 月 日（土）

面 接： ： ～

試 験 場  新潟県立大学 
合格発表 令和 年 月 日（木）

入学手続 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）
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(3) 人間生活学部 子ども学科 

日程 期日 時間 教科等 試験場

Ａ日程
令和 年

月 日 土
～ 面 接 新潟県立大学

Ｂ日程
令和 年

月 日 日

～ 小論文
新潟県立大学

～ 面 接

Ｃ日程
令和 年

月 日 火
～ 面 接 新潟県立大学

注）・出願状況により、試験場が変更となる場合があります。試験場の詳細については、学生募集 
要項等で発表します。 

 
 
(4) 人間生活学部 健康栄養学科 

日程 期日 時間 教科等 試験場

Ａ日程
令和 年

月 日 土
～ 面 接 新潟県立大学

Ｂ日程
令和 年

月 日 日
～ 面 接

【新潟会場】

新潟県立大学

【東京会場】

日本教育会館（東京都千代田区）

Ｃ日程
令和 年

月 日 火
～ 面 接 新潟県立大学

注）・Ｂ日程では、新潟会場及び東京会場で個別学力検査等を実施します。 
・出願状況により、試験場が変更となる場合があります。試験場の詳細については、学生募集

要項等で発表します。 
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試験期日

令和 年 月 日（土）

国際地域学科

・小論文：

～

・面接：

～

国際経済学科

・小論文：

～

・面接：

～

子ども学科

・小論文：

～

・面接：

～

健康栄養学科

・化学：

～

・面接：

～

試 験 場 新潟県立大学 
合格発表 令和 年 月 日（木）

入学手続 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）

注）・人間生活学部健康栄養学科の面接は、集団討論と個人面接を行います。

・募集人員のうち概ね 分の は、新潟県内の高等学校等 ※ からの受験者から選抜し、残りの募集

人員については、新潟県内外の高等学校等からの受験者から選抜します。

※「新潟県内の高等学校等からの受験者」とは、本人が令和 年 年 月 日以降引き続き新潟県

内に居住している者で、新潟県内の高等学校等を令和 年度 年度 中に卒業（修了）又は卒業

（修了）見込みのものをいいます。

 
個別学力検査等の配点 
 
(1) 国際地域学部 国際地域学科        （単位：点） 

個別学力検査等
調査書等 合計

小論文 面接

＊

 
(2) 国際経済学部 国際経済学科        （単位：点） 

個別学力検査等
調査書等 合計

小論文 面接

＊

 
(3) 人間生活学部 子ども学科         （単位：点） 

個別学力検査等
調査書等 合計

小論文 面接

＊

 
(4) 人間生活学部 健康栄養学科        （単位：点） 

個別学力検査等
調査書等 合計

化学 面接

＊

＊調査書等は、面接の資料として総合的に評価します。

- 18 - 
 

Ⅵ 学校推薦型選抜 
実施学部 
学科名 

国際地域学部 国際経済学部 人間生活学部 
国際地域学科 国際経済学科 子ども学科 健康栄養学科 

募集人員 人 人 人 人

出願資格

次のいずれかに該当する者

 日本国内の高等学校又は中等教育学校を令和 年度中に卒業した者又は卒

業見込みの者

 日本国内における通常の課程による 年の学校教育を令和 年度中に修了

した者又は修了見込みの者

 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した

在外教育施設の当該課程を令和 年度中に修了した者又は修了見込みの者

推薦要件 

次のいずれにも該当する者

 人物・学力ともに優秀であり、志望する学部・学科に関する学習・研究意欲が高い者で、

所属学校長が責任を持って推薦できるもの

 合格した場合には、必ず入学することを確約できる者

学習成績

の状況

英語 以上

英語もしくは数学

の学習成績の状況

が 以上

ただし、数学の学

習成績の状況につ

いては、「数学Ⅰ」

「数学Ａ」「数学

Ⅱ」「数学Ｂ」の

科目を修得してい

ること

（※上記に指定す

る科目と同様の内

容を、他の名称の

科目で履修してい

る場合は、その旨

の学校長名の証明

を調査書に添付す

ること）

全体 以上 全体 以上

選抜方法

＜国際地域学科＞

小論文、面接及び

調査書等の内容を

総合的に用いて評

価します。

＜国際経済学科＞

小論文、面接及び

出願書類等（調査

書・推薦書・志望

理由書）の内容に

より評価します。

＜子ども学科＞

小論文、面接及び出願書類等（調査書・

志望理由書等）の内容により評価しま

す。

＜健康栄養学科＞

化学、面接及び出願書類等（調査書・

志望理由書等）の内容により評価しま

す。

化学の出題範囲は以下のとおり。

）化学基礎全般

）化学：文部科学省の高等学校学習指

導要領に示された内容のうち、「 物

質の状態と平衡、 物質の変化と平

衡」から出題。

出願期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（土）
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試験期日

令和 年 月 日（土）

国際地域学科

・小論文：

～

・面接：

～

国際経済学科

・小論文：

～

・面接：

～

子ども学科

・小論文：

～

・面接：

～

健康栄養学科

・化学：

～

・面接：

～

試 験 場 新潟県立大学 
合格発表 令和 年 月 日（木）

入学手続 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）

注）・人間生活学部健康栄養学科の面接は、集団討論と個人面接を行います。

・募集人員のうち概ね 分の は、新潟県内の高等学校等 ※ からの受験者から選抜し、残りの募集

人員については、新潟県内外の高等学校等からの受験者から選抜します。

※「新潟県内の高等学校等からの受験者」とは、本人が令和 年 年 月 日以降引き続き新潟県

内に居住している者で、新潟県内の高等学校等を令和 年度 年度 中に卒業（修了）又は卒業

（修了）見込みのものをいいます。

 
個別学力検査等の配点 
 
(1) 国際地域学部 国際地域学科        （単位：点） 

個別学力検査等
調査書等 合計

小論文 面接

＊

 
(2) 国際経済学部 国際経済学科        （単位：点） 

個別学力検査等
調査書等 合計

小論文 面接

＊

 
(3) 人間生活学部 子ども学科         （単位：点） 

個別学力検査等
調査書等 合計

小論文 面接

＊

 
(4) 人間生活学部 健康栄養学科        （単位：点） 

個別学力検査等
調査書等 合計

化学 面接

＊

＊調査書等は、面接の資料として総合的に評価します。
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Ⅵ 学校推薦型選抜 
実施学部 
学科名 

国際地域学部 国際経済学部 人間生活学部 
国際地域学科 国際経済学科 子ども学科 健康栄養学科 

募集人員 人 人 人 人

出願資格

次のいずれかに該当する者

 日本国内の高等学校又は中等教育学校を令和 年度中に卒業した者又は卒

業見込みの者

 日本国内における通常の課程による 年の学校教育を令和 年度中に修了

した者又は修了見込みの者

 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した

在外教育施設の当該課程を令和 年度中に修了した者又は修了見込みの者

推薦要件 

次のいずれにも該当する者

 人物・学力ともに優秀であり、志望する学部・学科に関する学習・研究意欲が高い者で、

所属学校長が責任を持って推薦できるもの

 合格した場合には、必ず入学することを確約できる者

学習成績

の状況

英語 以上

英語もしくは数学

の学習成績の状況

が 以上

ただし、数学の学

習成績の状況につ

いては、「数学Ⅰ」

「数学Ａ」「数学

Ⅱ」「数学Ｂ」の

科目を修得してい

ること

（※上記に指定す

る科目と同様の内

容を、他の名称の

科目で履修してい

る場合は、その旨

の学校長名の証明

を調査書に添付す

ること）

全体 以上 全体 以上

選抜方法

＜国際地域学科＞

小論文、面接及び

調査書等の内容を

総合的に用いて評

価します。

＜国際経済学科＞

小論文、面接及び

出願書類等（調査

書・推薦書・志望

理由書）の内容に

より評価します。

＜子ども学科＞

小論文、面接及び出願書類等（調査書・

志望理由書等）の内容により評価しま

す。

＜健康栄養学科＞

化学、面接及び出願書類等（調査書・

志望理由書等）の内容により評価しま

す。

化学の出題範囲は以下のとおり。

）化学基礎全般

）化学：文部科学省の高等学校学習指

導要領に示された内容のうち、「 物

質の状態と平衡、 物質の変化と平

衡」から出題。

出願期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（土）
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Ⅷ 特別選抜（外国人留学生特別選抜） 

実施学部・学科名 国際地域学部 国際経済学部 人間生活学部 
国際地域学科 国際経済学科 子ども学科 健康栄養学科 

募集人員 若干名 若干名 人 若干名 

出願資格 

次の から の資格・要件をすべて満たしている者。国際経済学部はさらに

も満たす者。

 日本の国籍を有しない者で、次のいずれかに該当するもの

ア 外国において、学校教育における 年の課程を修了（卒業）した者又は令

和 年 月 日までに修了（卒業）見込みの者 年未満の課程の場合は、

さらに指定された準備教育課程または研修施設の課程等を修了した者およ

び令和 年 月 日までに修了見込みの者

イ 上記アに準ずる者で、文部科学大臣の指定した次のいずれかのもの

ｱ 外国において、学校教育における 年の課程を修了した者と同等以上の

学力があるかどうかに関する認定試験であると認められる当該国の検定

（国の検定に準ずるものを含む。）に合格した者で、令和 年 年

月 日までに 歳に達するもの

ｲ 外国において、高等学校に対応する学校の課程を修了した者（これと同等

以上の学力があるかどうかに関する認定試験であると認められる当該国

の検定、又はこれに準ずるものに合格した者を含む。）で、文部科学大臣

が指定した教育施設等において所定の課程を修了したもの（令和 年 月

日までに修了見込みの者を含む。）

ウ 次のいずれか つ以上を令和 年 年 から令和 年 年 に外国に

おいて授与された者

ｱ スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局からの国際

バカロレア資格証書

ｲ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているア

ビトゥア資格証明書「一般的大学入学資格証明書」

ｳ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア

資格証書

ｴ グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資

格として認められるジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケー

ション・アドバンスト・レベル資格（ 資格）

エ 外国において、文部科学大臣が指定する国際的な評価団体（

）から教育活動等に係る認定を受けた教育施設に置かれる 年

の課程を修了した者又は 年 月 日までに修了見込みの者

注）高等学校卒業までに少なくとも 年の教育課程を基本とする国で、成績優

秀者が「飛び級」や「繰り上げ卒業」により通算教育年数が 年に満たずに

卒業した場合についても出願資格があると認めます。その他、出願資格に疑

問がある場合は、入試課まで問い合わせてください。

 令和 年度 年度 第 回又は令和 年度 年度 第 回もしくは令和

年度 年度 第 回日本留学試験を受験した者（詳細は次ページ別表の

とおり。）

 国際経済学部は、 または ＆ を出願開始日前 年以内に受

験しており、出願時にその成績を証明できる者
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Ⅶ 特別選抜（海外帰国生特別選抜） 

実施学部・学科名 国際地域学部 国際経済学部 人間生活学部 
国際地域学科 国際経済学科 子ども学科 健康栄養学科 

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 

出願資格 

日本国籍を有する者又は日本国の永住許可を得ている者で、外国の学校教育を受

け、次の のいずれかに該当するもの。国際経済学部はさらに も満たす者。

 外国において、最終学年を含め 学年以上継続して正規の教育制度に基づく

学校教育を受け、学校教育における 年の課程（日本における通常の課程に

よる学校教育期間を含む。）を令和 年 月 日から令和 年 月 日まで

に修了又は修了見込みの者

ただし、外国に設置されたものであっても、日本の学校教育法に準拠した教育

を施している学校に在学した者については、その期間は、外国において学校教

育を受けたとはみなさない。

 次のいずれか つ以上を令和 年 年 から令和 年 年 に外国にお

いて授与された者

ｱ スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局からの国際バ

カロレア資格証書

ｲ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビ

トゥア資格証明書「一般的大学入学資格証明書」

ｳ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資

格証書

ｴ グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格

として認められるジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーシ

ョン・アドバンスト・レベル資格（ 資格）

注）高等学校卒業までに少なくとも 年の教育課程を基本とする国で、成績優

秀者が「飛び級」や「繰り上げ卒業」により通算教育年数が 年に満たず

に卒業した場合についても出願資格があると認めます。国によっては高等学

校卒業時までに 年の教育課程を必要としない場合など、出願資格に疑問

がある場合は、入試課まで問い合わせてください。

国際経済学部は、 または ＆ を出願開始日前 年以内に

受験しており、出願時にその成績を証明できる者

選抜方法 

＜国際地域学科＞

書類審査、面接及

び筆記試験の内容

を総合的に判定し

て選抜します。な

お、筆記試験は、日

本語と英語の要約

力をみる問題と、

日本語と英語のう

ち得意な言語で行

う作文で構成され

ます。筆記試験は

辞書 冊子体に限

る。 の持ち込みを

可とします。

＜国際経済学科＞

書類審査、面接及び

筆記試験（いずれも

日本語）の内容を総

合的に判定して選

抜します。筆記試験

は小論文を課しま

す。

＜子ども学科＞

書類審査、面接及び筆記試験（いずれも

日本語）の内容を総合的に判定して選

抜します。筆記試験は小論文を課しま

す。筆記試験は辞書 冊子体に限る。の

持ち込みを可とします。

＜健康栄養学科＞

書類審査、面接及び筆記試験（いずれも

日本語）の内容を総合的に判定して選

抜します。筆記試験は化学を課します。

化学の出題範囲は以下のとおり。

）化学基礎全般

）化学 文部科学省の高等学校学習指

導要領に示された内容のうち、「 物

質の状態と平衡、 物質の変化と平

衡」から出題。

出願期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（土）

試験期日 令和 年 月 日（土） ～

試 験 場  新潟県立大学 

合格発表 令和 年 月 日（木）

入学手続 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）
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Ⅷ 特別選抜（外国人留学生特別選抜） 

実施学部・学科名 国際地域学部 国際経済学部 人間生活学部 
国際地域学科 国際経済学科 子ども学科 健康栄養学科 

募集人員 若干名 若干名 人 若干名 

出願資格 

次の から の資格・要件をすべて満たしている者。国際経済学部はさらに

も満たす者。

 日本の国籍を有しない者で、次のいずれかに該当するもの

ア 外国において、学校教育における 年の課程を修了（卒業）した者又は令

和 年 月 日までに修了（卒業）見込みの者 年未満の課程の場合は、

さらに指定された準備教育課程または研修施設の課程等を修了した者およ

び令和 年 月 日までに修了見込みの者

イ 上記アに準ずる者で、文部科学大臣の指定した次のいずれかのもの

ｱ 外国において、学校教育における 年の課程を修了した者と同等以上の

学力があるかどうかに関する認定試験であると認められる当該国の検定

（国の検定に準ずるものを含む。）に合格した者で、令和 年 年

月 日までに 歳に達するもの

ｲ 外国において、高等学校に対応する学校の課程を修了した者（これと同等

以上の学力があるかどうかに関する認定試験であると認められる当該国

の検定、又はこれに準ずるものに合格した者を含む。）で、文部科学大臣

が指定した教育施設等において所定の課程を修了したもの（令和 年 月

日までに修了見込みの者を含む。）

ウ 次のいずれか つ以上を令和 年 年 から令和 年 年 に外国に

おいて授与された者

ｱ スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局からの国際

バカロレア資格証書

ｲ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているア

ビトゥア資格証明書「一般的大学入学資格証明書」

ｳ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア

資格証書

ｴ グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資

格として認められるジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケー

ション・アドバンスト・レベル資格（ 資格）

エ 外国において、文部科学大臣が指定する国際的な評価団体（

）から教育活動等に係る認定を受けた教育施設に置かれる 年

の課程を修了した者又は 年 月 日までに修了見込みの者

注）高等学校卒業までに少なくとも 年の教育課程を基本とする国で、成績優

秀者が「飛び級」や「繰り上げ卒業」により通算教育年数が 年に満たずに

卒業した場合についても出願資格があると認めます。その他、出願資格に疑

問がある場合は、入試課まで問い合わせてください。

 令和 年度 年度 第 回又は令和 年度 年度 第 回もしくは令和

年度 年度 第 回日本留学試験を受験した者（詳細は次ページ別表の

とおり。）

 国際経済学部は、 または ＆ を出願開始日前 年以内に受

験しており、出願時にその成績を証明できる者
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Ⅶ 特別選抜（海外帰国生特別選抜） 

実施学部・学科名 国際地域学部 国際経済学部 人間生活学部 
国際地域学科 国際経済学科 子ども学科 健康栄養学科 

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 

出願資格 

日本国籍を有する者又は日本国の永住許可を得ている者で、外国の学校教育を受

け、次の のいずれかに該当するもの。国際経済学部はさらに も満たす者。

 外国において、最終学年を含め 学年以上継続して正規の教育制度に基づく

学校教育を受け、学校教育における 年の課程（日本における通常の課程に

よる学校教育期間を含む。）を令和 年 月 日から令和 年 月 日まで

に修了又は修了見込みの者

ただし、外国に設置されたものであっても、日本の学校教育法に準拠した教育

を施している学校に在学した者については、その期間は、外国において学校教

育を受けたとはみなさない。

 次のいずれか つ以上を令和 年 年 から令和 年 年 に外国にお

いて授与された者

ｱ スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局からの国際バ

カロレア資格証書

ｲ ドイツ連邦共和国の各州において大学入学資格として認められているアビ

トゥア資格証明書「一般的大学入学資格証明書」

ｳ フランス共和国において大学入学資格として認められているバカロレア資

格証書

ｴ グレート・ブリテン及び北部アイルランド連合王国において大学入学資格

として認められるジェネラル・サーティフィケート・オブ・エデュケーシ

ョン・アドバンスト・レベル資格（ 資格）

注）高等学校卒業までに少なくとも 年の教育課程を基本とする国で、成績優

秀者が「飛び級」や「繰り上げ卒業」により通算教育年数が 年に満たず

に卒業した場合についても出願資格があると認めます。国によっては高等学

校卒業時までに 年の教育課程を必要としない場合など、出願資格に疑問

がある場合は、入試課まで問い合わせてください。

国際経済学部は、 または ＆ を出願開始日前 年以内に

受験しており、出願時にその成績を証明できる者

選抜方法 

＜国際地域学科＞

書類審査、面接及

び筆記試験の内容

を総合的に判定し

て選抜します。な

お、筆記試験は、日

本語と英語の要約

力をみる問題と、

日本語と英語のう

ち得意な言語で行

う作文で構成され

ます。筆記試験は

辞書 冊子体に限

る。 の持ち込みを

可とします。

＜国際経済学科＞

書類審査、面接及び

筆記試験（いずれも

日本語）の内容を総

合的に判定して選

抜します。筆記試験

は小論文を課しま

す。

＜子ども学科＞

書類審査、面接及び筆記試験（いずれも

日本語）の内容を総合的に判定して選

抜します。筆記試験は小論文を課しま

す。筆記試験は辞書 冊子体に限る。の

持ち込みを可とします。

＜健康栄養学科＞

書類審査、面接及び筆記試験（いずれも

日本語）の内容を総合的に判定して選

抜します。筆記試験は化学を課します。

化学の出題範囲は以下のとおり。

）化学基礎全般

）化学 文部科学省の高等学校学習指

導要領に示された内容のうち、「 物

質の状態と平衡、 物質の変化と平

衡」から出題。

出願期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（土）

試験期日 令和 年 月 日（土） ～

試 験 場  新潟県立大学 

合格発表 令和 年 月 日（木）

入学手続 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）
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Ⅸ 学生募集要項等の請求方法 
 
１ 学生募集要項の種類・発送予定 

学生募集要項の種類 発送予定

総合型選抜 令和 年 月上旬予定

学校推薦型選抜 令和 年 月上旬予定

海外帰国生特別選抜・外国人留学生特別選抜 令和 年 月上旬予定

一般選抜インターネット出願資料 令和 年 月上旬予定

※一般選抜試験はインターネット出願のため、紙冊子での一般選抜学生募集用項は配布しま

せん。一般選抜学生募集要項は本学ウェブサイトに掲載予定です。 
 

２ 学生募集要項等の請求方法 
  

本学ウェブサイトから、「   テレメール」または「モバっちょ」を利用して学生募集要項等の

資料が請求できます。詳しくは、本学ウェブサイト（ ）をご覧ください。

なお、申込方法により必要な料金・発送方法が異なりますので、詳しくは各取扱い業者のウェブサ

イトを確認してください。

  「 テレメール」で請求する方法

①「 テレメール」のサイトにアクセスしてください。

次元バーコードからアク

セスした場合は資料請求

番号の入力は不要です。

 

② 請求を希望する資料請求番号（６桁）を入力してください。 

資 料 名
資料請求

番号
発送予定日

料金

予定

大学案内 随時発送中 円

入学者選抜要項 随時発送中 円

入学者選抜要項＋大学案内 随時発送中 円

総合型選抜学生募集要項 月上旬頃 円

総合型選抜学生募集要項＋大学案内 月上旬頃 円

学校推薦型選抜学生募集要項 月上旬頃 円

学校推薦型選抜学生募集要項＋大学案内 月上旬頃 円

海外帰国生・外国人留学生特別選抜学生募集要項 月上旬頃 円

海外帰国生・外国人留学生特別選抜学生募集要項＋大学案内 月上旬頃 円

一般選抜インターネット出願資料 月上旬頃 円

一般選抜インターネット出願資料＋大学案内 月上旬頃 円

令和 ～令和 年度入試過去問題集（学校推薦型選抜・特別選抜） 月下旬頃 円

※発送予定日及び料金は、変更になる場合があります。 
※一般選抜学生募集要項は本学ウェブサイトに掲載予定です。 

 
③ ガイダンスに従ってお届け先等を登録してください。 
④ 請求してから３～５日後に資料が届きます。 
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選抜方法 

＜国際地域学科＞

書類審査、面接及び

筆記試験の内容を

総合的に判定して

選抜します。なお、

筆記試験は、日本語

と英語の要約力を

みる問題と、日本語

と英語のうち得意

な言語で行う作文

で構成されます。筆

記試験は辞書 冊子

体に限る。 の持ち

込みを可とします。

＜国際経済学科＞

書類審査、面接及び

筆記試験（いずれも

日本語）の内容を総

合的に判定して選

抜します。なお、筆

記試験は、小論文を

課します。

＜子ども学科＞

書類審査、面接及び筆記試験（いずれ

も日本語）の内容を総合的に判定して

選抜します。筆記試験は小論文を課し

ます。筆記試験は辞書 冊子体に限る。

の持ち込みを可とします。

＜健康栄養学科＞

書類審査、面接及び筆記試験（いずれ

も日本語）の内容を総合的に判定して

選抜します。筆記試験は化学を課しま

す。

化学の出題範囲は以下のとおり。

）化学基礎全般

）化学 文部科学省の高等学校学習指

導要領に示された内容のうち、「 物

質の状態と平衡、 物質の変化と平

衡」から出題。

出願期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（土）

試験期日 令和 年 月 日（土） ～

試 験 場  新潟県立大学 
合格発表 令和 年 月 日（木）

入学手続 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）

 
別表 日本留学試験の出題言語、受験科目

学部名 学科名 出題言語 受験科目

国際地域学部 国際地域学科 日本語・英語
・日本語 点

・総合科目 点

国際経済学部 国際経済学科 日本語

・日本語 点

・数学（コース 又はコース ： 点）

・総合科目 点

人間生活学部

子ども学科 日本語

・日本語 点

・数学（コース 又はコース ： 点）又は総合科目

点 ※両方受験の場合は得点の高い方を採用

健康栄養学科 日本語

・日本語 点

・数学（コース 又はコース ： 点）

・理科（化学、生物：各 点）
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Ⅸ 学生募集要項等の請求方法 
 
１ 学生募集要項の種類・発送予定 

学生募集要項の種類 発送予定

総合型選抜 令和 年 月上旬予定

学校推薦型選抜 令和 年 月上旬予定

海外帰国生特別選抜・外国人留学生特別選抜 令和 年 月上旬予定

一般選抜インターネット出願資料 令和 年 月上旬予定

※一般選抜試験はインターネット出願のため、紙冊子での一般選抜学生募集用項は配布しま

せん。一般選抜学生募集要項は本学ウェブサイトに掲載予定です。 
 

２ 学生募集要項等の請求方法 
  

本学ウェブサイトから、「   テレメール」または「モバっちょ」を利用して学生募集要項等の

資料が請求できます。詳しくは、本学ウェブサイト（ ）をご覧ください。

なお、申込方法により必要な料金・発送方法が異なりますので、詳しくは各取扱い業者のウェブサ

イトを確認してください。

  「 テレメール」で請求する方法

①「 テレメール」のサイトにアクセスしてください。

次元バーコードからアク

セスした場合は資料請求

番号の入力は不要です。

 

② 請求を希望する資料請求番号（６桁）を入力してください。 

資 料 名
資料請求

番号
発送予定日

料金

予定

大学案内 随時発送中 円

入学者選抜要項 随時発送中 円

入学者選抜要項＋大学案内 随時発送中 円

総合型選抜学生募集要項 月上旬頃 円

総合型選抜学生募集要項＋大学案内 月上旬頃 円

学校推薦型選抜学生募集要項 月上旬頃 円

学校推薦型選抜学生募集要項＋大学案内 月上旬頃 円

海外帰国生・外国人留学生特別選抜学生募集要項 月上旬頃 円

海外帰国生・外国人留学生特別選抜学生募集要項＋大学案内 月上旬頃 円

一般選抜インターネット出願資料 月上旬頃 円

一般選抜インターネット出願資料＋大学案内 月上旬頃 円

令和 ～令和 年度入試過去問題集（学校推薦型選抜・特別選抜） 月下旬頃 円

※発送予定日及び料金は、変更になる場合があります。 
※一般選抜学生募集要項は本学ウェブサイトに掲載予定です。 

 
③ ガイダンスに従ってお届け先等を登録してください。 
④ 請求してから３～５日後に資料が届きます。 
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選抜方法 

＜国際地域学科＞

書類審査、面接及び

筆記試験の内容を

総合的に判定して

選抜します。なお、

筆記試験は、日本語

と英語の要約力を

みる問題と、日本語

と英語のうち得意

な言語で行う作文

で構成されます。筆

記試験は辞書 冊子

体に限る。 の持ち

込みを可とします。

＜国際経済学科＞

書類審査、面接及び

筆記試験（いずれも

日本語）の内容を総

合的に判定して選

抜します。なお、筆

記試験は、小論文を

課します。

＜子ども学科＞

書類審査、面接及び筆記試験（いずれ

も日本語）の内容を総合的に判定して

選抜します。筆記試験は小論文を課し

ます。筆記試験は辞書 冊子体に限る。

の持ち込みを可とします。

＜健康栄養学科＞

書類審査、面接及び筆記試験（いずれ

も日本語）の内容を総合的に判定して

選抜します。筆記試験は化学を課しま

す。

化学の出題範囲は以下のとおり。

）化学基礎全般

）化学 文部科学省の高等学校学習指

導要領に示された内容のうち、「 物

質の状態と平衡、 物質の変化と平

衡」から出題。

出願期間 令和 年 月 日（火）～ 月 日（土）

試験期日 令和 年 月 日（土） ～

試 験 場  新潟県立大学 
合格発表 令和 年 月 日（木）

入学手続 令和 年 月 日（月）～ 月 日（金）

 
別表 日本留学試験の出題言語、受験科目

学部名 学科名 出題言語 受験科目

国際地域学部 国際地域学科 日本語・英語
・日本語 点

・総合科目 点

国際経済学部 国際経済学科 日本語

・日本語 点

・数学（コース 又はコース ： 点）

・総合科目 点

人間生活学部

子ども学科 日本語

・日本語 点

・数学（コース 又はコース ： 点）又は総合科目

点 ※両方受験の場合は得点の高い方を採用

健康栄養学科 日本語

・日本語 点

・数学（コース 又はコース ： 点）

・理科（化学、生物：各 点）
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「 テレメール」で資料請求する場合の注意事項

※発送開始日以前に請求された資料は予約受付となり、発送開始日に一斉に発送します。

※資料は通常、発送日からおおむね ～ 日後でお届けできます。ただし、土曜・日曜・祝日の配達はありま

せん。また、地域や郵便事情によってはお届けに 週間程度要する場合があります。なお、 時 分ま

での受付は当日発送、 時 分以降の受付は翌日発送となります。

※料金の後ろに※印のある資料については、追加料金 円で「 ～ 日後に届く発送サービス」をご利用に

なれます（予約受付期間中を除く）。本サービスをご利用の場合は、発送日のおおむね ～ 日後にお届け

できます（土曜・日曜・祝日も配達あり）。ただし、お届け先地域や郵便事情によっては 日以上かかる

場合があります。

※随時発送の資料が 週間以上（予約受付の資料は発送開始日から 週間以上）経っても届かない場合は、

テレメールカスタマーセンターまでお問い合わせください。

※料金のお支払いは資料到着後の後払いです。お届けする資料に同封の支払い方法をご確認の上、資料到着

後２週間以内に表示料金をお支払いください。なお、手数料が別途必要です。

＜「テレメール」による請求方法についてのお問い合わせ先＞

テレメールカスタマーセンター ： （受付時間 ～ ）

大学情報センターの「モバっちょ」で請求する方法

携帯電話、スマートフォン、パソコンから請求できます。携帯払い、スマホ払い、クレジッ

トカード払い、コンビニ後払いができます。

インターネット
パソコン･携帯電話・

スマートフォン

※携帯電話・スマホの機種、携帯電話会社との契約状況によって、通話料金と一緒にお支払い

できない場合がございます。その場合、コンビニ後払いを選択してください。
 
＜「モバっちょ」による請求方法についてのお問い合わせ先＞ 

モバっちょカスタマーセンター ： （受付時間 平日 ～ ）
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＜入学試験に関するお問い合わせ先＞ 

〒 新潟市東区海老ケ瀬 番地

新潟県立大学 入試課

モバイルサイト

二次元コード
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令和 年度

（ 年度）

入学者選抜要項
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ やむを得ない事情等により、この要項に記載されている内容が変更になる場合があります。最終的な

情報は、 月以降に発行予定の学生募集要項並びに本学ウェブサイト等で必ず確認してください。

 

 

 


